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IoTとは、コンピュータ等の情報・
通信機器だけでなく、さまざまなも
のをインターネットへ接続し、もの同
士の相互通信により、自動認識や
自動制御、遠隔測などを行うことで
ある。一般的な情報システムとの違
いとして、個々の機器の取り扱うデー
タ量や処理量、通信量は少ないが、
接続される機器の数が膨大であるこ
と、従来のコンピュータ製品が人の
周りや特定の場所に集中しているの
に対し、IoT 機器は世の中のさまざ
まな場所に設置されていることが挙
げられる。利用されている産業分野
は物流、交通、医療、ヘルスケア、
農業、自動車等多岐にわたり、IoT

家電、スマートスピーカー、スマー
トLEDシーリングライト、スマートロッ
ク、ホームカメラ・ネットワークカメ
ラ、忘れ物防止タグ等、我々の生
活にも広く浸透している。

CTCは、かねてから IoTに取り組
んできた。その一例としてトイレの

空き状況を可視化する IoT

トイレがある。IoTトイレ
の発案から稼働に至るまで
には多くの課題が存在し
た。その主たるものは、電
力の供給手段と処理する
サーバーへの通信手段の確
保である。多くの IoT機器
はセンサーと通信との組み
合わせとなるが、電力の供
給手段や通信手段を機器そ
のもので保持していないも
のが多い。そのため、IoT

機器の設置時の状況によっ
ては、電源工事が必要になったり、
通信設備の準備が必要となる。その
結果、コストがかさみ、割高な設備
投資になる恐れが生じる。こうした
課題を解決するため CTCは、低コ

ストで効果が期待できる IoTデバイ
スを探しながら、IoTでのビジネス
アイデアを模索していた。その間も、
もちろん顧客のリクエストに応じて
IoTシステムの提案や構築を行い、
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図１　THEASIGHTソリューション

IoT を取り巻く環境と現状

CTCの IoT への思い



61ビジネスコミュニケーション　2022  Vol.59  No.11

実績を蓄積していた。そういった状
況の中で、MOYAI社と出会う。

MOYAI社のデバイス（詳細は後
述）は、蛍光灯に LTEでの通信を可
能にするモジュールを具備してい
る。そのため、既存の照明設備に装
着すれば電源の確保が可能である。
デバイスそのものに LTEモジュール
が装備されているため、通信手段も
確保される。
これにより、付帯設備としての電
源工事と通信設備の準備が不要にな
り、課題を解決できると判断し
MOYAI社と協業をスタートした。

IoTubeは、MOYAI社が開発した
LED蛍光灯と高機能カメラが一体
となった IoTネットワークセンサー
である。設置済みの蛍光灯を
IoTubeに交換するだけで店内や車
両内などの様子を撮影することがで
きるため、電気・配線工事のコスト
が不要となる。
また IoTubeは、デバイス内の

SDカードへの映像保管やリアルタ
イムストリーミング、デバイス内で
の AI解析、センサー情報取得も可
能である。利点としては、SDカー
ドをデバイス内に装備したことで、
デバイスにデータの蓄積ができ、映
像による大容量通信が不要となる。
このことは通信コストの軽減ととも
に、本来であれば膨大になるトラ
フィックの軽減が図れ、ネットワー
クの負担軽減が図れる。管理者は必
要時に対象データを取り出し、映像
の確認を行えばよい。
また、必要に応じて管理者への連
絡が自動で行われるため、早期の対

応が可能となる。この 2つの機能
の追加により、管理者側でデータの
保持や一次解析を行う必要がなくな
る為、管理者側のサーバーの機能を
シンプルで必要な機能に絞ることが
可能となった。

IoTubeは IoTにおけるエッジ側
のデバイスであるため、送信された
データを管理し利用するためには、
サーバーが必要となる。CTCは得
意領域である SIによりクラウドを
準備し、IoTubeの送信先としての
サーバーシステムを提供した。
通信に必要な回線はドコモの協力
によりドコモの LTEネットワーク
SIMカードを組み込んだ。

CTCは IoTubeのデータを管理し
利用するサーバーを提供するために
クラウド THEASIGHTを構築した。

THEASIGHTは、IoTubeから映像
データやセンサーデータ等を受信保
管し、サービス利用者や管理者との
仲介を行うクラウドサービスである。
またデバイスのコントロールをする
インターフェイスの役割も果たす。
主たる機能として以下が挙げられ
る。
・データ収集
－ SDカード保管された映像データ
（必要な時だけ通信）

通信機能を備えたLED蛍光灯一体型高機能AIカメラ

工事不要／既存設備に導入可能
カメラ、エッジAI、サーモセンサ、煙検知センサー、温湿度センサー、
BLEビーコン、マイクロフォン、スピーカー、3D加速度センサー

ネットワークカメラ
８センサー
AIエッジノード

クラウドサービス  

WiFI 

LTE 

サービス利用者

Data / Device Management  

外部システム 
API 

GUI 

図 3　Edge AI Device

図 2　IoTube 8 Senses

付帯設備一体型の IoTube

CTCのクラウドTHEASIGHT
（テアサイト）
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－ AI・センサーデータを定期的に
自動アップロード

・クラウド環境
－データ保管（動画、センサー、エ
ッジ AI結果）
－リアルタイム通信（映像、音声通話）
－データ提供（動画・センサー可視化）
－クラウドマネージメント
－デバイスマネージメント

IoTubeにはカメラセンサー以外
に 8つのセンサーが標準搭載され
ており、マルチ loTデバイスとして
エッジ AIとの組み合わせで様々な
用途、目的に応じたアウトプットが
可能となっている。データとして、
性別判定、年齢判定、人物カウント、
人の動線、マスク着用判定、非常通
報音検知、異常音（悲鳴、怒声）検
知、火災検知、温度湿度の計測、角
度変更検知が取得可能となってお
り、更に外部への映像データの直接
出力を検討している。これらのデー
タを保管し、必要に応じて利用ユー
ザーが動画の取得・閲覧、センサー

情報の取得・閲覧できる機能を備え
ている。映像データについては、必
要に応じて IoTubeからダウンロー
ドして提供する仕組みを採用してい
るが、これは人物特定ができる可能
性があるデータをクラウドに保持せ
ず、プライバシーを保護する観点か
らである。これらのデータを利用す
る場面としては、例えばマスクの着
用・非着用を判別しカウントできる
ため、人流や集中度合いを確認し、
所謂 3密状況が確認できる。また、

電車内で騒動が発生したときには、
非常ブザーの有無を AIが判断通報
し、指令所や車両内乗務員に即時通
報することが可能となり、遠隔から
の早期の対応が可能となることが考
えられる。これは、安心・安全を提
供するための一助になる。また、店
舗においては今までは POSによる
購買データをベースに分析していた
が、来店者属性を把握することによ
り来店者の動きをとらえることがで
き、人気の商品の確認や、来店の時
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＊個人を特定できる可能性のある映像データを極力クラウドで保管しないことによりプライバシーに配慮
   またネットワークの負荷の低減をする。

リアルタイム通信

センサーデータ
エッジAIデータ

internet

図 4　IoTube　業界別ソリューション（ユースケースイメージ）

図 5　THEASIGHT（クラウドサービス）
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間傾向がわかるようになる為、マー
ケティングに利用することが可能と
なる。これは店舗改善の一助となる
と考えられる。CTCは、IoTube か
らもたらされるこれらのデータの保
管やデバイスマネージメント、閲覧
インターフェイスの開発に加えて、
本ソリューションのサービス運営を
担っている。

ドコモ・CTC・MOYAI３社の協
業により開発した本プラットフォー
ムは、インターネットを利用し一般
ユーザーがスマートフォンやタブ
レットなどのモバイル端末を用いて
動画データの確認やダウンロードを
行うことを可能とする。また、マイ
ク・スピーカー機能を利用すること
により、緊急時に双方向の通話も可
能とする。
現在は、鉄道車両内でのサービス

が稼働しているが、本ソリューション
が適用できる領域は幅が広く、あら
ゆる場面において利用が可能であ
る。また、 新しいバージョンの
IoTubeは、エッジ端末でリアルタイ
ムの処理と分析を可能にするエッジ
AIの搭載、温度、湿度、赤外線サー
モグラフィ、煙検知の各種センサー
などの標準装備が予定されている。
更に、MOYAIでは超高速通信を実
現する第 6世代Wi-Fiや 5Gへの対
応も検討している。IoTubeの機能
拡張に合わせ、3社はそれぞれの強
みを活かし、IoTセンサー技術を利
用した機能の更なる拡充を図り、今
後も、企業の DXに貢献していく。

※ IoTube は MOYAI 社の商標登録
※使用している写真はMOYAI 社の提供

*開発中のため変更する可能性がございます

基本機能複数デバイスでの管理を容易にする3階層自由設定

過去動画取得 

過去動画取得

リアルタイムストリーミング
＆音声通話

死角のない高視野角の見守りカメラ 動画保管 

・魚眼レンズを使った高視野角での動画保管を実現
・お手持ちのスマホ、タブレットからでもブラウザで視聴が可能  

＊サンプルイメージ画面。

1つのカメラ魚眼映像から

左にパン 右にパン 

下にチルト 

基本機能

車両内異常の状況把握 
異常検知AI
緊急アラート

リアルタイムストリーム

①AIで車両内の異常を検知/エッジAI
　（緊急通報音など）

②異常アラートのプッシュ通知
　（地上コントロールセンター）

 

③人が映像をリアルタイム映像をみて状況把握→次のアクション判断
　（乗務員へ指示）
　リアルタイムストリーミング

図 6　THEASIGHT基本機能

図 7　THEASIGHT（高視野角カメラ）

図 8　THEASIGHT（鉄道ソリューション例）

協業のメリット


